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京都北部に安心を、未来を京都北部に安心を、未来を
私たちの暮らしをよくしたい！

5 山本和嘉子

山本わかこの重点政策山本わかこの重点政策

立憲民主党 公
認

　
日
頃
か
ら
温
か
な
ご
支
援
を
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

「
日
本
を
、そ
し
て
京
都
北
部
を

もっ
と
よ
く
し
た
い
」と
い
う
思
い
で

日
々
皆
様
の
お
声
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
物
価
高
が
続
く
中
、皆
様
の
暮
ら
し
は
大
変
厳
し

い
で
す
。子
育
て
世
代
の
方
々
は
教
育
費
負
担
が
増
え
て

い
て
厳
し
い
。高
齢
者
の
方
々
は
年
金
額
が
物
価
高
に
追

い
つ
い
て
い
な
い
。ま
た
、京
都
北
部
は
人
口
減
少・少
子

高
齢
化
が
進
み
、人
手
不
足
、地
域
経
済
の
疲
弊
、地
域

公
共
交
通
の
維
持
問
題
、農
業
な
ど
各
産
業
の
後
継
者

不
足
な
ど…

。何
と
か
し
な
け
れ
ば
！
と
思
う
毎
日
で
す
。

　
ま
さ
に
私
た
ち
の
暮
ら
し
の
課
題
が
山
積
の
中
、自
民

党
の
裏
金
問
題
に
端
を
発
し
た「
政
治
と
カ
ネ
」の
問
題

は
、解
決
ど
こ
ろ
か
真
相
究
明
も
道
半
ば
で
す
。今
こ
そ
、

ま
っ
と
う
な
政
治
を
取
り
戻
さ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
、皆
様
の一票一票
で
、山
本
わ
か
こ
に
再
び
国

会
で
仕
事
を
さ
せ
て
く
だ
さ
い
！

　
こ
れ
か
ら
も
地
域
に
寄
り
添
い
、皆
様
の
声
を
政
治
の

場
に
届
け
て
い
く
決
意
で
す
。

「
京
都
北
部
に
安
心
を
、未
来
を
」そ
の

思
い
を
原
動
力
に一所
懸
命
が
ん
ばって
ま
い
り
ま
す
。今

後
と
も
ご
指
導
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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山本和嘉子（やまもとわかこ）
略歴●1968年京都市生まれ
●京都府立洛北高等学校・同志
社大学国文学専攻卒業●’91
年京都信用金庫入社●’93年
京都三大祭葵祭第38代斎王
代を務める●’01年福山哲郎
参議院議員秘書●’17年衆
議院議員選挙立憲民主党比例
北陸信越ブロックに立候補､
初当選●’18年立憲民主党
京都府第５区総支部長に就任
●’21年第49回衆議院議員選
挙にて32,108票を獲得し次
点●’22年立憲民主党京都府
第5区総支部長に再任●’22
年書道教室「遼扇会」開講

スマわか フォローして
ください！

私たちも応援しています

農林水産業で地方の再興を
・農山漁村の営みを守り、積極的な食料自給率の向上を行います。
・農業、漁業の担い手不足の解消のための新規就労支援を充
実させます。

多様性を認め合い、お互いさまに支え合う社会へ
・障がい者、シングルマザー、独居高齢者など社会的弱者への支
援を行います。
・人権教育の推進と、あらゆる差別を根絶します。

京都北部の文化の充実
・丹後ちりめんなど、北部の特産物を活かした伝統産業の振興
を促進します。
・伝統的な地域の祭りなどを継承し、祭りを担う人材確保を後押しします。

まかせて！
わかこに
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立憲民主党代表
衆議院議員 野田佳彦
参議院議員 福山哲郎
連合京都会長 原　敏之

私たちの暮らしを守る
・物価高対策の強化、実質賃金の引き上げと中小企業支援を行います。
・あらゆる賃金格差を無くし、同一賃金同一労働を目指してま
いります。

京都北部の安心できる地域づくり
・地域公共交通支援・維持への取り組みをすすめます。
・企業誘致による雇用促進を行い、経済の発展と地域の賑わい
を取り戻します。

充実した教育と安心の子育て
・子育て支援の充実と家庭と仕事の両立に必要な支援体制を
整備します。
・高校までの子どもの医療費の無償化を行います。
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